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第１０５回総務委員会と経産省ヒアリング記録

１．開催日時 平成２３年９月１５日（木）

１１：００ 第 105 回総務委員会 鉄鋼会館 806

１４：００ 経産省ヒアリング 経産省会議室

１５：３０ 業界紙記者と懇談 当組合事務所

２．第１０５回総務委員会

出席者

吉里 勉（理事総務委員長）

髙木 建（理事長）

酒匂雅信（副理事長・東京支部長）

林 光雄（副理事長・東海支部長）

木村秀明（副理事長・大阪支部長）

柘野（事務局）

議 題

（１）経済産業省ヒアリング資料の検討について

（２）理事の交替について

（３）組合員・賛助会員の入脱会について

（４）第２回「全国青年交流会」の開催概要について

（５）熱切断作業の品質と安全講習会の開催結果

（６）第３７期通常総会の開催日時・場所について

（７）平成２４年新年賀詞交歓会の開催要領について

（８）今後の会合予定について

経 過

吉里委員長の司会により議事が進められた。

（１）経済産業省ヒアリング資料の検討について

事務局より標記資料について説明、一部内容修正の上了承された。

（資料は別項参照）

（２）理事の交替について

去る７月１５日、書面による臨時総会を開催し、理事の補欠選任を行った。

この結果、１７０社中、１３９社の賛成を得て、両氏が新理事に選任された。

・新任理事

東 和彦（神鋼鋼板加工㈱ 代表取締役社長）

岡 勝彦（東海鋼材工業㈱ 参与）

・退任理事

八十川雅明（神鋼鋼板加工㈱ 前代表取締役社長）

高田 克己（東海鋼材工業㈱ 前取締役）

なお、両理事の任期は前任者の残任期間となる。
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（３）組合員の入脱会状況について

事務局より、２３年度の組合員及び賛助会員の異動状況について以下の通り

報告があり、了承された。

組合員の入会は２社（２３年１０月１日付け）、脱会が３社。また、賛助会員

の入会は１社、脱会が１社。

この結果、２３年１０月時点の組合員数は１６５社・６事業所、賛助会員数は

２２社・１団体。

(４) 第２回「全国青年交流会」の開催概要(案)について

事務局より、標記青年交流会の開催概要について説明があり、審議の結果、了

承された。

・目 的 全国各支部の若手経営者及び幹部有志が一堂に会し、意見交換や

事例研修等を通して見識を広めるとともに、情報の相互共有化を

推進する。

・開催日 平成２３年１０月１４日(金)

・場 所 名古屋国際ホテル２F

・スケジュール

１３：００～１６：４５ 見学会

①名古屋城、②トヨタ産業技術記念館等

１７：１０～１８：３０ 地区情勢懇談会

１８：４０～２０：００ 交流パーティ

・参加予定者数 ４８名（来賓等を含む）

（５）熱切断作業の品質と安全講習会の開催結果

標記講習会は、当組合と溶接協会の共催で、８月２６日、東海市立商工センタ

ーにおいて開催された。参加者総数は、４８名で、うち当組合員は１５社・２９

名が参加した。次回は、来年８月、東京で開催の予定。

（６）次期（第３７期）通常総会の開催日時・場所について

次期通常総会の開催日は、平成２４年５月１８日（金）で了承された。開催場

所は、当委員会案としては、前３６期総会の当初の開催地で、震災により中止と

なった「高知市」を再度提案することとし、１０月理事会に諮ったうえで、最終

決定することになった。

（７）平成２４年新年賀詞交歓会の開催要領について

来年の鉄鋼流通団体合同の賀詞交歓会は、２４年１月１３日(金)１７時より、ロ

イヤルパークホテルで開催される。今回の幹事団体は、輪番により当工業組合が担

当する。髙木理事長の主催者挨拶、酒匂東京支部長の中締め挨拶、吉里理事総務委

員長の司会により進行することが了承された。
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（８）今後の会合予定について

本誌１ページに掲載の「会合予定表」をご参照ください。

３．３Ｑ経済産業省ヒアリング

出席者

経済産業省

塩田鉄鋼課長、葛岡課長補佐、石神係長他

厚板シヤ工組

髙木理事長、酒匂東京支部長、林東海支部長、木村大阪支部長、

吉里理事総務委員長、柘野（事務局）

経過

最初に、髙木理事長より、「建機向けは足元絶好調で、底這ばっていた橋梁・建築

向けにも徐々に光がさしきており、需要環境は好転しつつある。ただし、建設需要

がシャーの仕事に繋がるまでにはタイムラグがあり、この下期をいかに耐え忍ぶか

が問題である。切板需要の過半を占める建設関連需要は、鉄骨需要量は前年度並み

の 420 万～430 万ﾄﾝ程度、橋梁需要量も横ばいの２８万㌧程度が見込まれる。橋梁

の入札は９月以降に出てくる見通しで、首都圏の大型建築案件は来年の１月以降に

本格始動すると見られる。震災の復興需要の台頭はまだ先であり、行政当局には引

き続き内需喚起の重点施策を早急に打ち出していただきたい。」との挨拶があった。

続いて、各支部長から地区情勢報告があった後、種々意見が交換が行われた。

以上


